名称と意味
	健康日本21
	21世紀における国民健康づくり運動で、2010年を目指した運動です。
生活習慣病及びその原因となる生活習慣等の課題について、9分野(栄養・食生活、身体活動と運動、休養・こころの健康づくり、たばこ、アルコール、歯の健康、糖尿病、循環器病、がん)ごとに基本方針など目標が掲げられています。



	WHO
	世界保健機関(World Health Organization)。
「健康とは、肉体的、精神的、ならびに社会的に完全に良好な状態であって、単に疾病や虚弱でないというだけでない」と定義している。


	ホメオシタシス
	人が環境因子に対応・順応し、健康を維持していく能力。


	コンプライアンス
	患者が医師や薬剤師の指示通りに薬を服用していること。


	インフォームドコンセント
	病気とそれに対する医療行為について、医師など医療従事者による十分な説明と患者の同意を得ること。


	セカンドオピニオン
	主治医以外のドクターにも治療方針を尋ね、病気の理解を深めるとともに、治療方針を幅広く知ろうと情報等を収集すること。


	セルフメディケーション
	罹ってしまった自分や家族の病気は、ある程度、自分で薬を選んで治すという考え方。


	EBM(イー・ビー・エム)
	根拠に基づく医療のことで、Evidence-Based Medicineの略。
現在利用可能な最も信頼できる情報・根拠を踏まえた上で、個々の患者に対して、最適・最新・最善の治療を行うこと。



	QOL
	Quality of Life
「生活の質」「生命の質」などと訳される。



	バイオアベイラビリティー
	生物学的利用率ともいう。

投与された薬物のどの程度(何％程度)が血中に入って全身を循環し、体に作用するかを示す指標。

投与された製剤中の薬物が体循環血液中の到達する割合と、その際の速度で表される。

経口投与された薬は初回通過効果を受けるため、経静脈投与と比べて低い。




	BMI
	Body Mass Indexの略。

身長からみた体重の割合を示す体格指数で、肥満の程度を判定する数値。

体重÷身長の2乗で計算され、その指数が22前後の場合に、統計的にみて最も病気にかかりにくい体型とされている。



	NSAIDs
	Non-Steroidal Anti-Inflammatory Drugsの略。

非ステロイド系の抗炎症薬をいい、解熱鎮痛薬とほぼ同義語として用いられている。

多くは酵素シクロオキシゲナーゼ活性を抑制してプロスタグランジンの合成を阻害することにより、鎮痛作用、抗炎症作用、解熱作用を示す。



	PET
	陽電子(ポジトロン)断層撮影法のことで、Positron Emission Tomographyの略。

がん細胞は正常な細胞に比べて3～8倍ほど(場合によっては約20倍)多くのブドウ糖を消費するという性質を利用してがんを発見する検査方法です。



	HRT
	ホルモン補充療法のことで、Hormone Replacement Therapyの略。

例えば更年期障害の症状を緩和したり治療するために、女性ホルモンを体内に補充する方法をいう。


	NMR
	原子核が強い磁界にさらされた場合、特定の周波数をもつ電波に共鳴して、原子核自ら電波を発生するという性質(現象)を核磁気共鳴といい、これを利用した画像診断法が核磁気共鳴画像法である。



	WBC
	白血球数。

細菌やアレルゲンなどの異物が体内に入ったり、体のどこかで炎症が起きると増える。

1μL中4000～9000が標準。



	Hb
	ヘモグロビン。

生体内において肺から各組織に酸素を運搬し、血液のpHを維持する働きがあり、赤血球の中に多数つまっている。

貧血を起こしている場合、この値が低いことが多い。



	ALP
	アルカリフォスファターゼ。

肝臓から胆汁の中に排泄される酵素で、この数値を計測することによって、肝臓や胆道の異常の原因や種類を見分けることができる。

顔が黄色くなるほど明らかな黄疸がある場合、数値が600以上となる。


	ALT
	アラニントランスアミナーゼ。
以前は、GPT(グルタミン酸ピルビン酸転移酵素)と呼ばれていた。

ほとんどの細胞に存在しているが、特に肝臓に多く、ダメージを受けると血液中に逸脱してくるので肝炎などの疾患の検査に用いられている。



	AST
	アスパラギン酸アミノ基転移酵素。

以前は、GOT(グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ)と呼ばれていた。
肝臓、心筋、骨格筋に多く含まれ、これらの臓器や組織が障害を受けた場合に血中に逸脱し、数値が上昇する。

細胞が破壊された場合に血液中に流出するため、血中濃度を測定することで肝障害などの程度を知ることができる(逸脱酵素）。


	CRP
	C-反応性タンパク。

炎症や組織の損傷が起こっている部分(患部)の存在や、その炎症がどの程度なのかを判定するのに有用な炎症マーカーです。



	TC
	総コレステロール。

細胞膜や血管壁を構成したり、ホルモンの原料となる。

このような重要な脂肪も、多すぎると高脂血症や動脈硬化などが疑われる。



	VRE
	バンコマイシン耐性腸球菌(Vancomycin-Resistant Enterococcus)の略。

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌(MRSA)感染の治療に用いられる抗生物質に対しても耐性を獲得した腸球菌をいいます。

社会問題になっている院内感染菌の一つ。



	AUC
	薬物血中濃度－時間曲線下面積のことで、

Area Under the Blood Concentration Time Curveの略。

縦軸に薬物の血中濃度を、横軸に薬物投与後の時間をとって経時的なグラフを作成した場合、そのグラフにおける濃度曲線、横軸、及び縦軸とによって囲まれた領域の面積をいう。

薬物の効果の強弱を判断するひとつの目安となる。



	CTZ
	化学受容器引き金帯(化学的刺激受容体)のことで、
Chemoreceptor Trigger Zoneの略。

クロルプロマジンやスルピリドは、これのD2受容体を遮断することによって制吐作用を示す。

モルヒネは直接刺激していると考えられている。




	5-HT
	セロトニン。

5-hydroxytryptamine(5-ヒドロキシトリプタミン)の略。

平滑筋収縮作用を持った生理活性物質です。

血小板と消化管に高濃度に存在して血中に分泌される神経伝達物質でもある。

この物質のシナプス間隙における濃度が低下することにより、うつ病・抑うつ状態を招くと考えられているが、いまだ詳しくは解明されていない。



	SLE
	全身性エリテマトーデス(全身性紅斑性狼瘡)のことで、

Systemic Lupus Erythematosusの略。

全身の臓器に炎症が起こる病気で、原因が不明の自己免疫疾患です。

圧倒的に女性に多く発症する。



	HbA1c
	ヘモグロビン・エーワンシー。

糖尿病の診断に重要な検査項目です。

血中ブドウ糖が赤血球内のヘモグロビンと結合したものを調べる検査であり、過去1～2ヶ月の血糖の平均値を推測するもの。



	UA
	尿酸のこと。

痛風や腎結石が疑われるときの診断に重要な検査項目です。

約7mg/dlで飽和となり、それ以上になると結晶化して組織や臓器に沈着しやすくなる。

痛風発作の直後は必ずしも高値ではない。



	フェリチン
	鉄を細胞の中に貯めておくためのタンパク。

したがって、この血中濃度を測定することにより、鉄不足あるいは鉄過剰が判断され、低いと鉄欠乏性の貧血が疑われる。



	PLT
	血小板数。

減少すると出血傾向となり、血尿や歯肉出血ね鼻血を起こしやすくなる。

慢性骨髄性白血病など腫瘍性の要因で、あるいは出血や手術などの反応性の要因で産生が亢進し、血中の値が増える。



	Ht
	ヘマトクリットのこと。

貧血症や多血症の診断や治療経過などの指標で、血液の総容積に対する血球の容積比率をいう。

数値の増減は赤血球数(RBC)とほぼ並行する。




	クレアチニン

血清クレアチニン
	体内の窒素は腎臓からろ過される方法でしか排泄されないので、この窒素化合物も血液を介して腎臓から尿中に排泄される。

そのため、血中濃度の測定値は、腎臓のろ過能の指標として有用である。

腎糸球体からろ過され、そのほとんどが再吸収されずに尿中に排泄される。したがって腎機能に障害があると尿中への排出量が低下し、血中濃度が上昇するため、この物質の血中濃度を測定することにより、腎機能の状態が把握できる。



	血清アミラーゼ
	膵炎や流行性耳下腺炎など、膵臓や唾液腺に炎症や障害が起こると高値を示す。

腫瘍マーカー検査の項目のひとつとしても用いられている。



	フィブリノーゲン

(フィブリノゲン)
	血液凝固第I因子と呼ばれ、血液凝固の最終段階でトロンビンの作用によって繊維素となることで、血栓生成や止血血栓の役割を担う。

出血傾向や血栓症がある場合、凝固系のスクリーニング検査として用いられる。



	CSF
	コロニー刺激因子(Coloney-Stimulating Factor)の略。

赤血球や白血球などの細胞が分化の途中で形成する「前駆細胞」に働いて、分化・増殖を促進する因子のこと。

顆粒球への分化・増殖促進するものやマクロファージへの分化・増殖を促進するもの、あるいは顆粒球とマクロファージの両方を作るものなどがある。

がん治療における血球減少(特に白血球減少)の際に用いられる。




